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社協シンボルマーク

「社協」は社会福祉協議会
の略称です 

区社協だより　多摩 2024年（令和6年）7月 1日

寄付の
お礼

 
 
 

第２２回たまたま子育てまつりボランティア募集

たまたま子育てまつりとは・・・多摩区で子育てをしているママやパパを地域で支え、笑顔で子育てできる環

境を作っていくための“おまつり”です。

ボランティアの活動内容は、館内の飾りつけ、来場者の誘導、参加団体の手伝いなどです。

子どもの好きな方、イベントに関心のある方、ボランティアをやってみたい方など、経験は問いません。

皆様のご参加お待ちしております！

【日時】１前 日 準 備：９月１４日（土）９：３０～１５：００

２開 催 日：９月１５日（日）８：４５～１７：００

（どちらかのみの参加でもご相談に応じます。）

【対象】中学生以上

【会場】多摩区総合庁舎

【申込み】右記の二次元コードの申込みフォームから応募ください。

【問合せ】多摩区社会福祉協議会 電話：０４４ ９３５－５５００ ０４４－９１１－８１１９

メール

【締め切り】８月３１日（土）

主催： 第２２回たまたま子育てまつり実行委員会

共催：川崎市教育委員会（多摩市民館）、多摩区役所、川崎市多摩区社会福祉協議会、多摩区子育て支援会議

  ０歳～就学前のお子さん、保護者同士の交流に加えて、
地域の高齢者の方も参加できる、多世代交流を目的とした
新しいかたちの憩いの場おしゃべりサロンです。

みんなでおしゃべりしながら遊びながら一緒に楽しい時間
を過ごしましょう。

是非、お気軽にお越しください♪

ボランティアスタッフも募集中！！

～多摩区の地域福祉の推進にご協力いただき、誠にありがとうございます～
皆様からの寄付金品は、多摩区内地域福祉への支援に活用させていただきます。

●寄付金（計2件/570,000円）　● 川崎国際生田緑地ゴルフ場様　● 匿名ご希望者 様
●寄付品（計1件）　● 大津　努様

寄付者一覧【令和６年１月１６日～令和６年５月31日】

活動日 毎月第2木曜日午後6時から　
※第1回は10月10日（木）18時から行います。

活動場所 多摩市民館
問合せ 多摩区社会福祉協議会　電話044-935-5500

日　時 ①前日準備 :9 月14日（土）9 :30 ～15:00
②開 催 日 :9 月15 日（日）8:45 ～ 17:00

（どちらかのみの参加でもご相談に応じます。）　
対　象 中学生以上
会　場 多摩区総合庁舎
申込み  右記の二次元コードの

申込みフォームから応募ください。
問合せ 多摩区社会福祉協議会　

電話 :044-935-5500　FAX:044-911-8119
メール　tamaku@csw-kawasaki.or.jp

締め切り ８月３１日（土）
主催： 第２２回たまたま子育てまつり実行委員会
共催：川崎市教育委員会（多摩市民館）、多摩区役所、

川崎市多摩区社会福祉協議会、多摩区子育て支援会議

　多摩ふれあいまつりは、「わたしとあなたとこの街と」
をテーマに、障がいのある方やボランティアの団体・グルー
プが、日ごろ地域で行っている活動を紹介し、「心のバ
リアフリー」の理解と啓発を目指すことを目的とします。
　第24回は、令和7年6 月15日（日）に開催予定♪
　実行委員会はまつり開催に向けての企画と運営活動の
主体となります。
　障がいのある方々の活動に関心のある方、ボランティ
ア活動に関心のある方、一緒に楽しく素敵なおまつりを
作り上げましょう。
高校生以上の方ならどなたでも大歓迎です。

大ホールでの

イベントの様子

（令和６年度）

　たまたま子育てまつりとは・・・多摩区
で子育てをしているママやパパを地域で支
え、笑顔で子育てできる環境を作っていくた
めの“おまつり”です。
 ボランティアの活動内容は、館内の飾りつけ、
来場者誘導、参加団体の手伝いなどです。
　子どもの好きな方、イベントに関心のある方、ボランティ
アをやってみたい方など、経験は問いません。
　皆様のご参加お待ちしております！

活動時間：９時30分～12時00分
内容：子どもの遊び相手、お話相手、

イベントの企画、
準備・片付けなど

対象：18歳以上の方

　令和 5 年度に賛助会員の皆様にご協力いただきました賛助会費は、多
摩区社会福祉協議会及び多摩区内の５つの地区社会福祉協議会が進める
「豊かな福祉のまちづくり」に向けた、様々な地域福祉活動のための貴重な
財源として、様々な事業に大切に活用させていただきます。
賛助会員の募集にあたっては、町会・自治会及び民生委員児童委員の皆
様にご協力をいただき、多くの区民の方に賛助会員としてご支援をいただき
ました。あらためまして御礼申し上げます。
また、令和６ 年度にお
きましても、様々な地域福
祉活動推進のため、１０月
に賛助会員の募集をさせて
いただきますので、ご協力
の程何卒よろしくお願い申
し上げます。

　令和5年度（令和5年10月1日～令和6年3月
31日）の共同募金運動につきまし
て、ご協力・募金をしていただいた
皆様には厚く御礼を申し上げます。

このうち、9,957,149円は神奈川県下の福
祉のために使われ（広域計画分）、　
8,003,200円は、多摩区内の福祉に役立てら
れています（地域計画分）。
ご協力ありがとうございました。
今年度の募金活動につきましても、ご協力
の程どうぞよろしくお願い申し上げます。

賛助会員にご加入いただき
ありがとうございました。

共同募金へのご協力
ありがとうございました。

令和６年度　区社協実施予定講座のおしらせ

　いつもは60歳以上の方に利用していただいて
いるいこいの家ですが、この講座は、年齢問わず、
どなたでも参加できます。
いずれも開催時間は13：30～15：00
参加費・テキスト代は無料です。

　今年度はこのような講座等を予定しています。具体的な日程等は、決まり次第多摩区社会福祉協議会
ホームページに掲載していきますので、是非ご確認ください。 URL：http://www.tamaku-shakyo.jp

いこいの家でいこいの家で
「認知症を学びみんなで考えよう」「認知症を学びみんなで考えよう」
（認知症サポーター養成講座）（認知症サポーター養成講座）

を開催します。を開催します。

〈令和５年度実績額〉
赤い羽根共同募金 11,278,785円
年末たすけあい募金 6,681,564円

総額 17,960,349円

第24回多摩ふれあいまつり第24回多摩ふれあいまつり
実行委員募集実行委員募集

各種ボランティア講座
の開催

① ボランティア体験講座
② 夏休み福祉・チャレンジボランティア体験学習《チャレボラ2024》
③ 大学生と高齢者の交流事業～大学生にスマホの操作を聞いてみよう～

福祉教育の推進 ① 教職員と福祉学習支援者との交流会の開催（8月1日開催予定）
② 福祉教育セミナー、親子参加型福祉講座の開催　

その他 ① いこいの家での各種講座開催（下記参照）
② おしゃべりサロン「いちにのさん!」の開催（下記参照）

長尾いこいの家 令和6年 7 月 4 日（木）
12月5 日（木）

錦ヶ丘いこいの家 令和6年
令和7年

8 月 7 日（水）
1 月15日（水）

登戸いこいの家 令和6年
令和7年

9 月10日（火）
2 月 4 日（火）

南菅いこいの家 令和6年
令和7年

10月16日（水）
3 月19日（水）

中野島いこいの家 令和6年11月15日（金）

開催日時 毎月第4水曜日　10：00～11：30
※12月は第3水曜日

開催場所 長尾老人いこいの家
（川崎市多摩区長尾1-12-7）

申込方法  多摩区社会福祉協議会ホームページの申込み
フォームからお申込みください。
応募多数の場合は抽選とさせていただきます。

  子どもが好きな方、楽しくおしゃ
べりできる方、是非ボランティアス
タッフとして一緒に活動しませんか。

地区名 実績額（円）
登戸地区社会福祉協議会 573,000
菅地区社会福祉協議会 570,500
中野島地区社会福祉協議会 266,000
稲田地区社会福祉協議会 812,000
生田地区社会福祉協議会 1,379,000

合計 3,600,500

（令和 6年 3月31日現在）

おしゃべりサロン
「いちにのさん！」

第22回たまたま子育てまつり
ボランティア募集

多摩区社協HP
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令和５年度事業報告（実施講座など）
多摩区社会福祉協議会では、川崎市社会福祉協議会と令和６年度から令和８年度までの共通した基本理念と4つの目標のもと、地域福祉推進に向けた４つの重点事項を設定しています。

第６期地域福祉活動計画と連動した令和６年度事業計画の重点事業を紹介します。

目標
Ⅰ

認め合い支え合う心を
広げよう

一人ひとりが持つ思いやり、やさしさを
育み、お互いを認め支え合える意識を
醸成する

Ⅰ 災害ボランティアセンターの周知と運営のための検討
（重点事項１ 総合相談の充実と適切な支援の実施）

Ⅱ 子育て支援の新たな展開 ―「こどもまんなか社会」に向けた取組―
（重点事項２ 地域福祉活動の推進と多世代交流の促進）

Ⅲ 多摩区社会福祉協議会の組織と連携体制の強化 ―会員間の連携の強化―
（重点事項３ 地域ネットワークの強化と地域福祉活動推進のための財源確保）

Ⅳ 福祉教育の充実
（重点事項４ 福祉教育等の推進による新たな地域福祉の担い手の育成）

Ⅴ ボランティア活動の担い手の育成 ―大学生等へのボランティア活動の啓発―
（重点事項４ 福祉教育等の推進による新たな地域福祉の担い手の育成）

目標
Ⅱ

みんなが参加できる地域を
つくろう

一人ひとりが地域をつくる主人公とし
て、地域の中で参加できる場や活動を
発見でき、自分らしく住み慣れた地域で
暮らせる住民主体の地域づくりを目指す

目標
Ⅲ

寄り添い支え合える地域の
ネットワークをつくろう

市民、事業者、行政などの地域の様々な
主体が、ともに解決に向けて取り組んで
いくことができるネットワークづくりを
目指す

目標
Ⅳ 未来の福祉を共創しよう

地域の福祉活動が未来に繋がるよう、ＩＣ
Ｔなど新しい技術・手法を取り入れた地域
福祉活動の環境づくり、新たな担い手の
発掘・育成に様々な主体と共に取り組む

＜教養の向上に関する事業＞
●公開講座　●介護予防講座
●生活習慣予防講座　●デジタル講座

＜レクリエーションに関する事業＞
●健康うた広場　●各いこいの家まつり
●多世代交流
　（お楽しみ交流会・子育て世代交流会など）
●学生との交流会（スマホ相談など）

令和6年度いこいの家事業計画

◆総合相談体制の充実
◆地域福祉サービスの充実強化
◆災害支援ボランティア活動の推進

【具体的な取組】

・ 住民相互の助け合いや支え合いを
進めるための職員のＣＳＷ技術の
向上

・ 総合相談の充実のためのICT技術の
活用

①多摩区重点事項１
総合相談の充実と適切な支援
の実施

・ 多世代交流事業による世代間交流
の促進

・ 地域団体への支援による小地域活
動の推進

・ 社会福祉大会等による地域福祉の
啓発

地域福祉活動の推進と多世代
交流の促進

②多摩区重点事項２

◆子育て支援の展開
◆小地域福祉活動の推進
◆他団体の各種行事への協力・参加
◆社会福祉大会の開催による
　啓発活動

【具体的な取組】

・ 地域福祉関係団体及び会員間の連
携の強化

・ 地域福祉活動のための財源の確保
と活用

・ 区社協の組織基盤の強化と効果的
な運営

地域ネットワークの強化と地域
福祉活動推進のための財源確保

③多摩区重点事項３

◆関係機関との連携の強化
◆会員間の連携の強化
◆地域福祉活動推進のための
　財源確保と活用
◆安定的に持続した組織基盤づくり

【具体的な取組】

・ 福祉教育やボランティア活動への大
学生等の参加促進による地域福祉の
担い手の育成

・ SNS等のICTを活用した広報等の
充実

福祉教育等の推進による新た
な地域福祉の担い手の育成

④多摩区重点事項４

◆福祉教育の推進による
　担い手の育成
◆ボランティア活動の啓発による
　担い手の育成
◆情報提供の充実

【具体的な取組】

重 

点 

事 

業

ボランティア体験講座
「～あなたの知らない世界を見てみよう～」

夏休み福祉・チャレンジボランティア体験学習
《チャレボラ２０２３》

福祉教育の推進

3ステップで開催
《ステップ1》オリエンテーション

日時：10月14日
参加者によるグループ
ワーク

《ステップ2》ボランティア体験
日時：10月18日～
11月15日
6つの体験先から選択
してボランティア体験

《ステップ3》まとめの会
日時：12月2日
参加者によるグループワークと東京ボランティア・市民活動
センターアドバイザーからボランティア活動に向けての講演

受講者：延べ34名

4つのプログラムで開催
1. 高齢者施設でボランティア体験を

してみよう!
2. ボッチャで障害者スポーツ体験を

してみよう!
3. 車いす、高齢者疑似体験、白杖体

験をしてみよう!
4. おしゃべりサロン「いちにのさん!」

でボランティア
参加者：延40名（子ども26名、保護者14名）

1.福祉教育に関する相談支援
相談件数15件

（小学校13件・中学校2件）
対応件数37件

（相談1件について複数対応有り）
2.教職員と福祉学習支援者との交流会

日　時：8月1日　参加者：20名
3. 親子参加型福祉講座「聞こえないって

どういうこと?親子で手話体験!!」
日　時：10月28日　参加者：12名（子ども6名・親6名）

4. 区域版福祉セミナー
　「知的障害ってどんな障害?～疑似体験を通じて理解を深める～」

日　時：11月14日　参加者：14名

　令和5年度いこいの家事業報告
＜教養の向上に関する事業＞
●チェアヨガをやってみよう ●筆文字で暑中見舞い作り ●筆文字で年賀状作り
●スマホの使い方を学んでみよう　など
＜レクリエーションに関する事業＞
●健康うた広場 ●多世代交流（お楽しみ交流会・ハロウィンパレードなど）
●ならべよう会 ●おしゃべりサロン ●各いこいの家まつり　など

策定しました


